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研究成果の概要： 
アメリカ合衆国の宗教組織「ネイション・オブ・イスラム」の前史から今日に至る＜イスラー

ム＞の文化表象を調査・研究し、その主要人物マルコムＸについての考察を深めた。その成果

を部分的にはすでに紀要論文に発表しているが、総まとめとしての研究成果は、単行本として

発表することになっており、今年中に刊行予定である。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

2008 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,5000,000 750,000 3,250,000 

 
 
研究分野：人文科学 
科研費の分科・細目：物品、旅費、謝金等 
キーワード：英米文学、アフリカン・アメリカン、宗教学、社会学、イスラーム 
１．研究開始当初の背景 
今日、アメリカ合衆国では初めてのアフリカ
ン・アメリカンの大統領が誕生し、アメリカ
の歴史上、重要な転回点を迎えている。オバ
マ大統領自身はキリスト教徒だが、その家族
背景、教育環境を見ると、イスラームとの関
わりが深い。このようなアメリカ大統領の出
現は、その選出の時点までおそらく大多数の
アメリカ市民が予測していないことだった。
それほどキリスト教を基盤に建国されたア
メリカ合衆国におけるイスラームは、受容し
がたい、いわば「異端」の宗教である。それ
ではアメリカ合衆国がイスラームと関わり
がなかったかというと、まったくそうではな

い。奴隷制度のもとで、アフリカ大陸から強
制連行されてきたアフリカ人の中には、すで
にアフリカ大陸で世界の宗教として信者を
増やしていたイスラーム教徒が存在した。か
れらのうち新世界アメリカに到着してから
も、アラーへの信仰を捨てなかった者が多く
いる。その他、一九世紀末になると、新移民
の流入に伴い、アフリカ・中東からの移民た
ちがイスラームの信仰を保持し、それを布教
する活動を行っている。 

イスラームの正統派から見ると、アメリカ
におけるイスラーム信仰は異端に映るだろ
う。まず第一にコーランをアラビア語で読む
という絶対命令を守ることは難しくなって



いる。第二にアメリカ社会におけるジェンダ
ーのありかたは、すでに正統派の男女観を逸
脱している。第三に、本研究の主目的である、
アメリカ合衆国の宗教団体「ネイション・オ
ブ・イスラム」は、イスラムという名前を関
してはいるが、そしてアラー信仰ではあるが、
アメリカの歴史を抜きにして、この組織を探
究することはできない。 
本研究では、この組織が正統派イスラーム

であるのか、異端なのか、という論点は取り
上げない。アメリカ研究として「ネイショ
ン・オブ・イスラム」を対象とするときに、
その議論は無意味だからである。アメリカの
新しい宗教組織としての存在の意義をとら
えなければならない。アメリカ社会になぜこ
のような組織が誕生したのか。その理由を探
ることが一番大きな、そしてもっとも重要な
課題である。 
アメリカの宗教組織「ネイション・オブ・

イスラム」の研究は、日本においてほとんど
なされていない。その代表的な伝道師マルコ
ムＸに関する文献もきわめて少ない。一九五
〇年代・六〇年代を代表する黒人解放運動の
指導者として、日本ではマーティン・ルーサ
ー・キング・ジュニアのことはよく知られて
いるが、「ネイション・オブ・イスラム」と
マルコムＸを抜きにして、アメリカの五〇年
代・六〇年代を語ることはできない。このよ
うなアメリカ研究における欠落の部分を是
正する緊急の必要がある。本研究に関連する
文献についても、所属する研究機関の図書館
では、ほとんど所蔵していない状態であった。 
 
２．研究の目的 
アメリカにおけるキリスト教と対立する宗
教組織として、またアメリカ社会におけるア
フリカン・アメリカンの歴史的背景、および
既成社会との対立構造の中で、特殊な組織で
ある「ネイション・オブ・イスラム」の意味
を探ること。その代表的伝道師であったマル
コムＸの存在理由を、当時の黒人公民権運動
の背景で把握しなおすこと。公民権運動とマ
ルコムＸが、晩年に主張するようになった人
権との間の差異を認識すること。志半ばで暗
殺されてしまったマルコムＸだが、その精神
的遺産がアメリカ社会を構築していること
を十分に認識すること。その結果、バランス
の取れたアフリカン・アメリカン研究を目指
す。 
 
３．研究の方法 
基本的な文献の収集を精力的に行い、アメリ
カ合衆国における組織本部を訪問し、研究機
関におけるアフリカン・アメリカン研究者と
の情報交換、意見交換を行った。今日、「ネ
イション・オブ・イスラム」組織および、そ
の代表的伝道師だったマルコムＸについて

の研究は、アメリカ合衆国の研究機関におい
て、さらに積み重ねられてきている。特にニ
ューヨークのコロンビア大学の研究者マニ
ング・マラブル教授の研究プロジェクトは壮
大で、その一部を調査することが出来たが、
これが完成すれば、この領域の研究をきわめ
て深めることになる。ハーレムにあるマルコ
ムＸ暗殺現場になったオーデュボン・ボール
ルームが、ちょうどマルコムＸとベティ・シ
ャボズ記念教育文化センターとして公開さ
れ始めたばかりである。コロンビア大学作成
の展示セクションを含めて、アフリカン・ア
メリカン研究教育センターとして、将来、さ
らに充実した利用方法が可能になると思わ
れるが、このセンターを訪問・調査すること
ができた。 
 
４．研究成果 
紀要論文として部分的に発表した。また講演
会の機会を捉えて、「ネイション・オブ・イ
スラム」およびマルコムＸのアメリカ社会に
おける意味について啓蒙活動を行った。アフ
リカン・アメリカンの大統領誕生とマルコム
Ｘの歴史的意味を分析し、新聞に寄稿し、お
よびテレビのニュース番組で解説した。 
これまでマーティン・ルーサー・キング・

ジュニアの顕彰は、ノーベル平和賞受賞を含
め、頻繁に行われ、十分にその存在の意味を
世間に啓蒙することが実現しているが、一方
マルコムＸについては、まったく無視されて
きたように思われる。メディアによって歪め
られたマルコム像を撤回し、真実に近い姿で
マルコムＸ像を描き出すことが、私の仕事で
ある。そのためにこれまでほとんど知られて
いなかったマルコムＸの側面、マルコムＸの
実像に迫ろうと、研究を進めてきたが、四〇
〇字詰め原稿用紙にして六〇〇枚の草稿を
書いた。現在、これを圧縮して新書版で刊行
するべく努力している。新書版によって一般
読者に読みやすい形で、アメリカ社会を構築
した重要人物マルコムＸを知ってもらい、ア
メリカ理解を深めてもらいたいと考えてい
る。これは、本年度中に刊行される予定であ
る。 
 
５．主な発表論文等 
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（The Malcolm X Encyclopedia, Robert L. 
Jenkins ed. New York: Greenwood Press, 
2002） 
4.編訳『アメリカの黒人演説集』東京、岩
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4.「翻訳ほりだし物・『マルコム X 事典』」
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東京外国語大学・総合文化研究所 
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